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研究要旨：最近、京都大学霊長類研究所にてニホンザルが血小板減少症により大量死した。

これまでの次世代シークエンサーなどの研究からサルレトロウイルス 4 型(SRV-4)との関連

が示唆された。昨年度においては、SRV-4 をニホンザルに実験感染した際に、同様の症状

を再現できたことを報告した。このことから、京都大学霊長類研究所におけるニホンザル

が血小板減少症の原因ウイルスは SRV-4 であることを確定した(発表論文①、②)。 

最近、京都大学霊長類研究所とは異なる自然科学研究機構生理学研究所の動物施設にて同

様の症状を呈しニホンザルが死亡する事例があった。しかし、これらのニホンザルにおい

て SRV-4 の感染は確認できなかった。そこで、メタゲノム解析を行ったところ、発症個体

特異的に SRV-5 に相同性の高い核酸配列が検出され、SRV-5 もしくは SRV-5 に類似したウ

イルスがニホンザルの血小板減少症の発症に関与していると考えられた。今年度は、発症

個体より SRV-5 を分離し、その全塩基配列を確定した。さらには感染性クローンの作製に

成功した。 

A．研究目的： 

 2001 年から 2010 年の間に 2 度、京都大

学霊長類研究所にてニホンザルが急性血小

板減少症を呈して大量死する事例があった。

SRV-4 が原因ウイルスであることを確定し

たことを昨年度に報告した。今回、新たに

霊長類研究所とは異なる動物施設(自然科

学研究機構生理学研究所関連施設)にてニ

ホンザルが同様の症状を呈し死亡する事例

があった。まず、最初に SRV-4 を疑い、

SRV-4 の感染を PCR で調査した。しかし、

SRV-4 の核酸配列は検出できなかった。そ

こで、メタゲノム解析を行ったところ、発

症個体特異的に SRV-5 に相同性の高い核酸
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配列が検出され、SRV-5 もしくは SRV-5 に

類似したウイルスがニホンザルの血小板減

少症の発症に関与していると考えられた。

今回、我々は SRV-5 核酸陽性個体よりウイ

ルスを分離し、ウイルスの塩基配列の決定

及び感染性クローンの作製を試みた。 

 

B. 研究方法： 

 6 頭の SRV-5 核酸陽性のニホンザルの血

漿を、ヒト胎児腎臓由来株化細胞（293T 細

胞）に接種し、25 日間培養した。その後、

ゲノム DNA を抽出し、SRV-5 特異的プライ

マーを用いて PCR を行った。さらに、SRV-5

特異的プライマー及びSRV共通プライマー

を用いて全長をクローニングし、全塩基配

列を決定、感染性クローンを作製した。ク

ローンの感染性は PCR 及び LacZ マーカー

レスキューアッセイを用いて確認した(図

1)。 

 

C. 研究結果： 

 ニホンザル 6 頭中 2 頭よりウイルス分離

に成功した(図 2)。ニホンザルより分離され

た SRV-5 は既存の SRV-5(AB611707)と塩基

配列で 99%相同であった。また、作製した

クローンは感染性であることが確認できた

(図 3)。 

 

D. 考察： 

今回、血小板減少症ニホンザルより

SRV-5 の分離に成功した。SRV-5 は SRV-4

と非常に近縁なウイルスであることが知ら

れている。このことから、SRV-5 は SRV-4

と同様にニホンザルに急性に血小板減少症

を引き起こすことが強く示唆される。加え

て、今回作製に成功した SRV-5 の感染性ク

ローンは、SRV-5 のウイルス学的性状の解

析に役立つと考えられる。 

 

E. 結論 

 SRV-5 はニホンザルに感染し、増殖しう

ることがわかった。 

 

F．健康危険情報 

 現在のところ、国内において SRV4 及び 5

がヒトに感染した事例はない。 
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Ｈ. 知的財産権の出願・登録状況 

  なし 

１. 特許取得 

  なし 

２. 実用新案登録 

  なし 

３. その他 

  なし
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 図2：病態個体血漿からのSRV5の分離  
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 図3：SRV-5プラスミドの感染性確認  
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